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司
会

さ
で
こ
れ
か
ら
の

2

1ん

ど
ん
言
う
て
い

i
z
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く
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が
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句
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き
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し
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i
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句
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あ
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あ
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縫
笈
鱈
鶴
市
文
化
安
着
』

慶
州
市
左

E
E
K
A除
E
s
t
・

-
L
た目

B
I
t
-
L守

広
げ
ら
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・
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滅
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・
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憾
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膚
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・
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p
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セ
ン
タ

A
A
C
C
U
V
変
化

a
a保
・
箇
カ
-

m隔
が
問
所
日
月

3
日

返
・
m
g
・
前
駅
蘭
花
治
下
自
由
温

慣
が

m
m闘
鎗

市
目

ア
イ
ド

υン
タ
ス
ト

νフ
殿
"
が

摘
・
・
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瓜
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摩
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パ
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す
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が
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仙
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又
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・
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叡
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鉾
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迫
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伸
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句
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近
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す
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菅
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佐
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は
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句
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簿
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1例"佐 3112Q1Iめは開館 ta"屑Ik人μ"。門前後大学伶"旺判 ト '1'1'=1'.100ド"第2 第4
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『国民年金』

国民隼傘"

日志に住ん?

いる'"・以上

...来前のr
札もが加入 L

なけれ"令ら

ない盤会官接倹

酬であ" すべでの人叫蜘'l.iH'ii-l.
かっ確梨なむのとするた<に 共通の島礎年

金を鉛付するニとを目的l:iUtきれています.
;きらi その健iも 思いがけない術気や

事伎で.が不自.，なったときや 一家の大

風位を失っ文とJーなど』 支給きれる障省島
健年盆...集益優等盆があ旬ます.

す?に民献して厚生年金か終演組合などt

加入している人を陰き wO<なったら必ず
圃民年盆i加入寸ることに会ります-'0歳以
上で未加入の人l.t"t<o市役所で加入のf緩
H してくどきい.
くわしくは市役所間柚課~

Er A. %r I~ .1111 L ~ヨ
今年は1月10日

山田f即日ととそ自覚し回一う
とする宵隼を視し噸琴引祝日で'・酌 鯵却してみん"

1空間分間8L'''L-..ぅ…っていま…
牌かった人咽駐日てく1芝山

1 

lと創 1列1011 (峰人の目"・"略、正午
lととろ}中央体宵館〔法書町鴻ノ池遷鋤公剛内)
{対象1 昭如~~_ 4 月 2 日~町釦"宅 4 I! 1 日生まれの人
同町 制組制奏 (Y.S. K. "， :--7~ニックア刈J

プル)..脅威人を似うことば斬成人に贈るこ'" 記

念アトヲクン譜〆「緩成人ι贈る少年..の.声J，署長
肘帥拍唱団制拙胸合唱団.つ11"，(り
ならH 少年少女合情附

【その他}アトラタン ，~侠7後(正午午後 ， .)陸上筒筏場備
崎駅間刊畑人間句集合写真}哨彫(桝}

をします， .記念にぜひ.加

しで〈だき".

o当はは 吹奏家演奏が行
われる.，州かつで右側ゆ

イド 1:Hi!温.がありま
h 必要魯人は酎HiT'姐
哨して〈ださい. 且 ι 

{制 '" 市役所社会耐 震へ. 回....... ..;1..;. 

11 1 .. し~M" .
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分ければ資語、混ぜればごみ

ごみの越し方を守って棄しいまヲコ'(tJを
昨年3月"ら開始したとみ再生資源の蔚しい方法での分別収績除 市民¢み"さ九m織力
のもと '2月業で区行飢司陀終了し 1月から本格問'.収集を実施レま.，
ごみを遺正に処理し再生貸別こ芯るものをリザイク1しするために肱 人ひとりがごみ出

しの!lールぞ守って ごみ減量 リザイクルを進めていくととが不可欠です.

貴重悠文化財に圏まれた突しい奈良を次代に引き継ぎ とrからも安全で僧やb'忽笠活を送
る佐佐川こ宅九循環型『己みゼロ社金」の術祭をめざして 今後とも箇力をお願いします.

<守口ましょう ごみ出しのルール〉

l金三盈盤盈温立区ニニ

.ごみ袋"輔の分叫酬旦手透明の肘使

って〈だ;ちい.中身の判別できなL鳳なrの袋ほ
「犬到ごみJでふとん鏑 4物衡をまとめて入れる
場合や町内清婦などの則違に健うことができます.

・ごみは 決して節目から."取定日当日の

腕t 地倉庫で決めた場所に出しましょう.

-r市立rf1...， . oz:!1開山トポト"，棚田"り今 !は

品、
..昨県ガラ

ぞ2

-必ず 'HIl<ゆすいでください。
eiE l <僅剣別』分げて 桝収容E
(コノテナ.み袋なめに入れてくだ

きい.絡に ガラスぴんは色刷{無色

透明舵そ叫"分けてそれ

ぞれのコ，.ナヘ入れでく♂きい
ロ

「ガラス"んJではな〈
会い、みJ>して幽して〈

た得金" 後ごとあみ袋に入れな

L で〈だ~"'. :1だ空もた袋ほ
必ず持ち婚。て〈ださい. '宣伝C，;:'ゐJに

-r手巾ヴ弓ヌ乎什lは
el!='-ーラ^チゾク制7川毎日して〈だ
t' ".ポ一日ン円イト判じめ副会社一緒

に会った拘合品はroやぜないごみJへ附して〈どちい.
m ゃ酬の人って吋山中身…q て
〈だき'.'.

.飲""伝パ7ク" 旬Jη
問、て碇泊してから出して

〈ださい...ャ yプh 豆電"取ち隊
、て テラ λ手ッタの絵は

「その他プラスチックjへ

盆属の位1;1r ~鯉"?~ (量、ご
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どのゆtある
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可
-r附為市Ir…l叩 lぽ
・ιごみは よ'*'切ってから出しでくだ仇
.竹岡山ス片ヲ0ミゾ'J1J'-'ど鍵例会ものは肺
凪削時胤什吋l'-'しようlして〈だ"
."叫禰雌物相公どIt.1町内I:U:めで

「大型ごみJで時'C込んで〈だ:<， ' 

，.，い含わttJ市資源対前置禄〔宮川一寸刷局 環境..第一事務所 ("71訓"企画館碕榎 {包"→反則】へ
「ごみ伊厚生奏者原収集カレJ グ J" 市役所 (受付命'"釦公民館(附鱒旧腹刷 興策公民倉庫"除
く}連師団刷酬は隠"州制(東耐酬岬"，担いでい...

ま t~ > ~札向精.公祉の政策広." 同位 l曾 ~3 -S782 ) へ概い合t きて〈だき 」
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制 U/III&.
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経・・5ん同士で費駐し〈過ご"ぜんか今
・対自民一予定阿が. ，月で思剛企しで

‘M受携でSる初峰崎“， .申し込b
f 臥刊に時名聞!l;t..~ 

a陶 電話.‘..~.予定阿を・いで t 
1110日まで1:dI役所鍵府補進現ヘc多い

a・f!"'j:III.

会人凶すみ恥削壁面..、

"どで同憾の健a砂金受信され工人"
..  の，讐':'" ~ません重た現住愉

.中何人 遺去6手術を4をけな人恥暢密
検金l令ヮ友人"主治医』開訴して〈
ど吾、、圏一一日

flIlらどの悩みよろす栂閣 .

(老人保値去に塞づく健厚相畿.

自衛約闘が組員長h応じ付 むし肘

崎帽周陸揚入"・，ど口E凋する心配
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増JI;(......
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怖で‘姻2・の騎喝な、人"市役員均衡金隈
へ..しず"ゴ吾、、。

・各予防積極.受ける前l'r 1-問機値企
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